
死　亡 死傷者 死　亡 死傷者 増減数 増減率

5 453 3 334 119 35.6%
01 1 111 0 85 26 30.6%

0 18 0 10 8 80.0%
0 0 0 0 0 ±0.0%
0 0 0 1 -1 -100.0%
0 5 0 7 -2 -28.6%
0 20 0 1 19 1900.0%
0 2 0 1 1 100.0%
0 2 0 1 1 100.0%
1 16 0 24 -8 -33.3%
0 17 0 5 12 240.0%
0 2 0 2 0 0.0%
0 2 0 4 -2 -50.0%
0 14 0 11 3 27.3%
0 2 0 4 -2 -50.0%
0 3 0 6 -3 -50.0%
0 2 0 5 -3 -60.0%
0 0 0 0 0 ±0.0%
0 6 0 3 3 100.0%

02 0 2 0 0 2 ＋∞%
03 3 59 3 39 20 51.3%

0 19 0 14 5 35.7%
2 23 1 15 8 53.3%
1 17 2 10 7 70.0%

04 0 32 0 35 -3 -8.6%
0 0 0 1 -1 -100.0%
0 3 0 2 1 50.0%
0 29 0 32 -3 -9.4%

05 0 9 0 6 3 50.0%
06 0 3 0 10 -7 -70.0%
07 0 1 0 0 1 ＋∞%

1 236 0 159 77 48.4%

08 0 48 0 54 -6 -11.1%

09 0 9 0 1 8 800.0%

10 0 0 0 0 0 ±0.0%

11 0 9 0 5 4 80.0%

12 0 11 0 3 8 266.7%

13 0 105 0 41 64 156.1%

14 0 30 0 22 8 36.4%
15 0 16 0 20 -4 -20.0%
16 0 0 0 0 0 ±0.0%
17 1 8 0 13 -5 -38.5%

死　亡 死傷者 死　亡 死傷者 増減数 増減率

0 1 0 0 1 ＋∞%
0 1 0 0 1 ＋∞%

1 88 0 75 13 17.3%

0 121 1 36 85 236.1%
※本統計は、休業４日以上の労働者死傷病報告による。

年別 令和4年 令和3年 対 前 年 比

令 和 4 年 労 働 災 害 発 生 状 況
（ 1 月 1 日 か ら 10 月 末 日 の 間 の 報 告 件 数 ）

いわき労働基準監督署

業種別

全 産 業 合 計

製 造 業 小 計

食 料 品 製 造 業

繊 維 工 業

繊 維 製 品 製 造 業

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業

家 具 ・ 装 備 品 製 造 業

パ ル プ ・ 紙 ・ 加 工 品 製 造 業

鉱 業 小 計

印 刷 製 本 業

化 学 工 業

窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業

鉄 鋼 業

非 鉄 金 属 製 造 業

金 属 製 品 製 造 業

一 般 機 械 器 具 製 造 業

電 気 機 械 器 具 製 造 業

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

そ の 他 の 製 造 業

建 設 業 小 計

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

そ の 他 の 建 設 業

運 輸 交 通 業 小 計

鉄 道 ・ 軌 道 ・ 水 運 ・ 航 空 業

道 路 旅 客 運 送 業

道 路 貨 物 運 送 業

貨 物 取 扱 業

農 林 業

畜 産 ・ 水 産 業

上 記 以 外 の 第 三 次 産 業 小 計

商 業

金 融 広 告 業

映 画 ・ 演 劇 業

通 信 業

教 育 ・ 研 究 業

保 健 衛 生 業

接 客 娯 楽 業

清 掃 ・ と 畜 業

官 公 署

そ の 他 の 事 業

令和4年 令和3年 対 前 年 比
上記のうち下記の作業・工事、「事故の型」

東日本大震災の復旧・復興工事

・コロナ感染症による労働災害が大幅に増加しています。感染防止のため厚労省～５つのポイント～を確認してください。

・福島冬季転倒災害防止運動（転ばないでね！）運動期間：令和４年１２月１日～令和５年３月３１日まで

除染以外の復旧・復興工事

全産業のうち 「転倒」災害

全産業のうち 「コロナウイルス」災害

・建設業でドラグショベルの法面転落災害が発生しました。作業に応じて適切な能力を有する機械を選定してください。


